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５-3.  PMSを用いた資産処分の実際

１．様式のダウンロード

ここではプロジェクトマネジメントシステム（PMS）での様式ダウンロードの方法や別途作成が必要な
様式についてご説明します。

STEP1

メニュー画面で「文書一覧」をクリック

STEP２

「様式ダウンロード」をクリック
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１．様式のダウンロード

STEP３

「資産処分関係」から様式をダウンロードしてください。

（参考）

様式ダウンロードに掲載されていない文書は、
「NEDO-HP＞契約案内>研究開発資産（委託事業）>資産
登録及びNEDOプロジェクトマネジメントシステムについて」
に掲載されていますので、
そちらから入手して下さい。
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２．資産譲渡申請書の作成

無償譲渡等の必要書類である「資産譲渡申請書」は前頁及び8２頁に記載した「様式ダウンロード先」
として記載したNEDOHPから入手いただけます。
提出の際は、「資産一覧表」を添付してください。

連絡先の代表者と
合わせてください。
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３．資産処分の届出手順

ここからはプロマネシステムを用いて「取得財産等の処分に関する確認書」を作成し、必要書類ととも
に届出を行う手順について説明します。

STEP1

メニュー画面で「資産」をクリック

STEP２

「資産届出一覧」を開き、「処分」をクリック
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３．資産処分の届出手順

STEP３

「取得財産の処分に関する確認書」画面に遷移

① 表紙部は自動入力されています。
「必須入力」箇所は編集が可能ですので、必要に応じて修正してください。

② 次に「連絡先等一覧」を添付してください。
資産の譲渡先が複数ある場合は複数の連絡先を添付してください。
無償譲渡の場合は、「資産譲渡申請書」もこちらに添付してください。

③ 次に対象資産の特定、理由の付記の手順です。「対象資産及び確認内容」
の「追加」をクリックしてください。

①

②

③
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３．資産処分の届出手順

STEP４

「処分方法登録書」画面がポップアップで表示されます。
① 処分方法を選択し、処分理由、処分先を記載してください。
② 資産情報の「追加」をクリックし、資産を選択してください。

同じ処分方法・処分理由・処分先の資産はまとめていただくことができます。
③ 「入力完了」を押してください。

STEP５

「取得財産の処分に関する確認書」の画面に戻ります。
① 一回の届出で、異なる処分方法、処分理由、処分先を指定したいときは、

再び「追加」ボタンをクリックしてください。
② ここで入力したものは、一枚の「取得財産の処分に関する確認書（別紙）」

として出力されます。
③ すべての入力が完了したら「入力完了」をクリックしてください。

同一の処分方法・処分理由・
処分先ごとに表示されます。

①

②

③

①

③
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３．資産処分の届出手順

STEP６

文書の「確認モード（プレビュー）」画面に遷移するので、内容を確認
の上、「届出」ボタンをクリックして提出してください。

STEP７

「資産届出一覧」画面に戻り、当該文書のステータスが「届出中」で表示されてい
ることを確認します。 ※「文書一覧」画面からも確認できます。

差戻しとなった場合はここを
クリックし編集してください。
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